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               審   査   の   要   旨 
 
 著者は近年問題となっている里山跡地とそこに生息する中・大型哺乳類の管理のあり方に着目
し、問題解決の糸口を見いだすべく研究を進めた。本研究では、古老への聞き取りや史料を含む
文献調査という社会学的手法と哺乳類のロードキル記録分析という市民科学手法、さらに空中写
真や緑の国勢調査等の地理情報システムを用いた手法を併用して分析している点が第1の特色と
して挙げられる。このような学際的手法を用いて、マクロスケールの広域つくば圏の土地被覆を
中心とする140年間の変化を分析し、平野部の森林は開発される一方で、山間部の草地が森林と
なり森林率はそれほど減少していないが、質的には常緑針葉樹林から落葉広葉樹林へ大きく変化
したことを実証した点が、第2の特色である。また、ミクロスケールの「牛久自然観察の森」と
その周辺においても同様な変化を確認し、資源利用がない状態で里山環境を復元・維持すること
は困難であることを示した点が第3の特色である。さらに、そのような里山跡地に出現する中・
大型哺乳類について、ロードキル記録に加えて文献調査や聞き取り調査の結果を比較検討し、か
つて奥山に生息した中・大型哺乳類が、餌資源が豊富な都市近郊林に進出していることを明らか
にした。このように、植生の時空間的変遷が、中・大型哺乳類の生息環境にも大きな影響を及ぼ
していることを示した点が第4の特色である。以上、地理情報システムをベースに農村社会学や
野生動物管理学、保護地域管理学、市民科学、環境計画などの多様な分野を統合した成果の独創
性が高く評価された。 
令和２年１月２１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
